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北毛保健生協組合員現勢
　　　　　　　　　2025年7月末時点

組合員 ………………　 18,538人
出資金 ……………７億5,805万円
１人平均出資金 ……　 40,892円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

▼
夏
至
が
過
ぎ
、

６
月
30
日
、
茅
の

輪
を
く
ぐ
り
、
お

菓
子
の
水
無
月
を

頂
く
。
夏
越
の
祓

で
す
。

▼
紫
陽
花
に
似
合

う
雨
を
期
待
し
な
が
ら
も
土
砂

降
り
に
会
っ
た
り
、
体
温
超
え

の
暑
さ
に
襲
わ
れ
た
り
と
大
忙

し
の
半
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

七
夕
、
打
ち
水
、
朝
顔
、
小

暑
に
大
暑
。四
季
が
二
季
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
。
速
く
な
っ
た

り
、
遅
く
な
っ
た
り
し
な
が
ら

も
夏
の
あ
れ
や
こ
れ
や
が
や
っ

て
く
る
。
今
で
い
い
の
か
な
？

な
ん
て
、
あ
ち
ら
さ
ま
も
気
を

使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

▼
地
球
の
異
変
を
気
に
し
な
が

ら
も
、
明
日
が
来
る
こ
と
を
疑

わ
な
い
日
々
。
幸
い
に
し
て
日

本
は
平
和
な
の
で
す
。
世
界
の

あ
ち
こ
ち
で
紛
争
が
起
き
て
い

ま
す
。
言
い
分
は
あ
ろ
う
け
れ

ど
、
犠
牲
と
な
る
の
は
、
そ
の

国
民
で
す
。
面
子
で
止
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
計
れ
な
く
て
続
い
て
い

る
。
愚
か
と
し
か
言
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
功
徳
日
に
お
参
り
を
す
る
と

４
万
６
千
日
の
ご
利
益
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
鬼
灯
市
（
ほ
お
ず

き
い
ち
）。
風
鈴
が
鳴
っ
て
い
ま

す
。

　

お
盆
の
精
霊
の
案
内
の
提
灯

（
ち
ょ
う
ち
ん
）。

　

色
付
い
た
実
を
た
ん
ね
ん
に

揉
ん
で
、
丁
寧
に
種
を
取
り
出

し
、
口
に
含
ん
で
そ
っ
と
そ
っ

と
音
を
出
す
。
み
ん
な
の
と
こ

ろ
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。　

　
榛
（
は
し
）
っ
こ
く
ら
し

世帯ごとに分けられた支援物資

支援物資を取りに来た人達

山崎製パン（株）からゼリー 3000個もいただきました

熱中症対策として無料で提供したかき氷も大盛況

たくさんの野菜も提供されました

お手伝いして下さった支部・職員の皆さん

　

物
価
高
騰
や
生
活
不
安
が
続
く
中
で
、地
域
の
困
っ
た
に
寄
り
添
う
第
10
回

「
な
ん
で
も
相
談
会
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
が
７
月
20
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
事
前
登
録
制
と
し
、
渋
川
北
群
馬
医
療
圏
及
び
群
馬
県
北
部
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
定
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

助
け
合
い
と
協
同
の

助
け
合
い
と
協
同
の“
ち
か
ら
”

“
ち
か
ら
”広
げ
広
げ

４
５
０
人
に
食
料
品
を
提
供

４
５
０
人
に
食
料
品
を
提
供

～
第
～
第
1010
回
な
ん
で
も
相
談
会
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
開
催
～

回
な
ん
で
も
相
談
会
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
開
催
～

１
５
２
世
帯
へ

１
５
２
世
帯
へ

食
料
提
供

食
料
提
供

　

事
前
登
録
状
況
は
、
１
６
６

世
帯
、
４
６
９
人
で
し
た
。
登

録
方
法
に
は
、
前
回
に
引
き
続

き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
約
30
％
が

QR
コ
ー
ド
で
申
し
込
み
を
行
い

ま
し
た
。
他
は
、
電
話
で
の
申

し
込
み
で
し
た
。
宣
伝
方
法

も
、
今
回
か
ら
渋
川
市
、
吉
岡

町
、
榛
東
村
の
協
力
を
得
て
広

報
で
紹
介
し
て
も
ら
い
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
の
開
催
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
１
５
２
世

帯
、
４
１
６
人
分
の
食
料
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
後
日
来
ら
れ

な
か
っ
た
世
帯
に
も
連
絡
し
、

10
世
帯
38
人
分
を
提
供
し
ま
し

た
。

　

な
ん
で
も
相
談
会
は
、
事
前

に
６
人
か
ら
希
望
が
あ
り
ま
し

た
が
、
当
日
の
相
談
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
事
前
登
録
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
40
代
女
性
か
ら

「
お
米
が
高
く
て
買
え
な
い
」、

70
代
女
性
か
ら
「
息
子
の
仕
事

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
」、
80

代
女
性
か
ら
「
食
料
品
が
値
上

が
り
し
て
食
事
の
回
数
を
減
ら

し
て
い
る
」
な
ど
切
実
な
声
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
や
コ
メ
不
足
で
こ

れ
ま
で
通
り
に
支
援
物
資
が
集

ま
ら
な
い
中
で
し
た
が
、
地
域

の
農
家
、
北
毛
保
健
生
協
の
支

部
と
組
合
員
さ
ん
か
ら
野
菜
、

コ
メ
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

北
毛
保
健
生
協
労
働
組
合
で
は

労
働
組
合
員
に
「
ひ
と
り
コ
メ

１
合
の
提
供
」
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

県
内
の
企
業
に
も
協
力
を
要

請
し
山
崎
製
パ
ン
（
株
）、（
株
）

ト
マ
ル
、
正
田
醬
油
（
株
）、

村
岡
食
品
工
業
（
株
）、
Ｕ
Ｃ

Ｃ
上
島
珈
琲
、
コ
ー
プ
ぐ
ん

ま
、
あ
お
ば
薬
局
渋
川
店
か
ら

菓
子
、
調
味
料
、
食
料
品
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

渋
川
市
社
協
な
ど
多
く
の
団

体
、
個
人
か
ら
カ
ン
パ
を
頂
く

こ
と
が
で
き
、
回
を
増
す
ご
と

に
善
意
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
子
ど
も
た

ち
の
長
期
休
み
（
夏
と
冬
）
中

の
家
計
の
助
け
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
計
画
し
、
地
域
の
「
困
っ

た
」に
寄
り
添
い
、解
決
に
向
け

て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
自
治
体
を
は
じ
め
多

く
の
団
体
、
企
業
、
個
人
と
連

携
し
地
域
の
「
困
っ
た
」
を
み

ん
な
の
力
で
乗
り
越
え
て
い
く

輪
を
つ
く
る
と
と
も
に
社
会
問

題
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
生
活
の

市
民
生
活
の

現
状
現
状

善
意
の
輪

善
意
の
輪

さ
ら
に
広
が
る

さ
ら
に
広
が
る

地
域
の「
困
っ
た
」

地
域
の「
困
っ
た
」

み
ん
な
で

み
ん
な
で

乗
り
越
え
よ
う

乗
り
越
え
よ
う

  

〈
協
力
企
業
紹
介
〉

  

・
山
崎
製
パ
ン（
株
）

  

・（
株
）ト
マ
ル

  

・
正
田
醬
油（
株
）

  

・
村
岡
食
品
工
業（
株
）

  

・
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲

  

・
コ
ー
プ
ぐ
ん
ま

  

・
あ
お
ば
薬
局
渋
川
店

大腸肛門外来　第２月曜日　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。
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朗
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〔
小
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飯
　
塚
　
春
　
枝

唐
　
澤
　
崇
　
子

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、健
康
な
く
ら
し
を
!!

増
　
　
資

２
０
２
５
年
７
月

加
　
　
入

　北毛保健生協では、毎年原水爆禁止世界大会に
代表派遣をしています。今大会は豊秋支部から２
人、職場から２人が参加しました。
　今回の長崎大会は全国から5000人が参加しま
した。国際会議では「被爆80年―いまこそ決断
と行動を」と呼びかける国際会議宣言を採択され
ました。

何かできることはないか
豊秋支部　斉　藤　久美子

　大会期間中、九州には線状降水帯が出ていましたが、私たちが行動する時間には傘をさすことも少な
く助かりました。被爆80年長崎のつどいでは、体験者はご高齢になり声にも衰えを感じて80年の月日の
長さを思い、このままでは…何かできることはないのかと感じるところが大きかったです。
　組合員の方々が折った千羽鶴を平和公園に掛けてきました。北毛保健生協のネームプレートもやさし
い色合いでとても良かったです。
　２日目、動く分科会「佐世保基地調査行動」に参加しました。案内して下さるご夫婦から丁寧なお話
や説明をしていただきました。佐世保港につき、海上コースで湾内を一周しました。湾内はほとんどが
米軍基地と海自の施設ばかりで、鉛色の軍艦がたくさん停泊していました。佐世保にも特攻隊「震洋」
という部隊があったこと。震洋はベニヤ板でできたボートに250kgの爆弾を積んで敵艦隊に体当たりする
水上特攻艇でした。未来ある若者がと思うと切なくなりました。もう一つが針尾送信所です。この送信
所から「ニイタカヤマ・ノボレ」が送信されたそうです。
　被爆・戦後80年の節目の年に参加して80年前と同じ悲劇を繰り返さないために、今生きる私達がなに
をしなくてはいけないかを考えるきっかけとなり大変勉強させていただきました。次回の原水禁には若
い世代の方に行ってもらい体験して欲しいと強く思いました。

新しい「戦前」をくり返さない
豊秋支部　角　田　すみ江

　８月７日、被爆者運動の歴史を語る今は亡き渡辺千恵子さん、山口仙二さん、谷口稜暉さんの映像、
また、13歳で被爆した日本被団協の田中煕巳さんの証言、長崎の被爆者運動とたたかいが報告されました。
　８日の分科会は「ストップ戦争準備・大軍拡・守ろう平和とくらし」に参加しました。
　８月７日、羽田から佐賀空港まで行きました。その佐賀空港は、オスプレイ17機が配備されました。
有事の際、南西諸島に出撃するときに兵員と物資を運ぶためです。
　群馬県の参加者で私が一番の年長者でした。高校生とその母親、もう一組が親子で参加されていました。
北毛保健生協の代表者も親子で参加できるといいですね。
　私は「社保平和バザー」の決意表明で、今平和憲法がない
がしろにされている、戦争になってはいやだとい思いを述べ
ました。このままの状態では「戦前」になってしまいます。
絶対戦争はいけません。『戦争を起こすな』『核兵器をなくせ』。
国連憲章と、日本国憲法の平和原則を守り抜き戦争を阻止し
ましょう。
ノーモア、ヒロシマ！、ノーモア、ナガサキ！、ノーモア、
ヒバクシャ！、ノーモア、ウオー！

声をあげ、続けていかなければ
老健ほくもう　真　下　孝　介

　長崎の原水爆禁止世界大会に参加させていただきまし
た。被爆者の方々の当時の体験談を拝聴し、さらに日本、
そして世界中の人々の平和への願いの強さを感じまし
た。
　また、原爆資料館も見学させて頂き、当時の貴重な資
料や被爆当時の遺物を見て、いかに戦争・原爆というも
のが非道で恐ろしいものだったのか、被爆者の方々がど
れだけ苦しんできたのかを痛感致しました。
　今年は原爆80年の節目の年であり、今なお続く核兵器
の脅威に対し、声を上げ続けていかなければならないと
学びました。
　北毛保健生協の代表者として被爆の実際を学び・広め、
被爆者の声を広げていきたいと思います。私達の声がい
つか日本の核兵器禁止条約への参加に繋がっていくと信
じて日々頑張っていきたいと思います。

若者のとりくみ大きな力に
北毛病院　検査科　太　田　真由美

　被爆80年の節目となる今年、長崎で行われた世界大会
へ参加してきました。
　２日目に参加した分科会４：ストップ戦争準備・大軍
拡では、全体として約150人が参加し、運動交流として
24名の方からの発言がありました。
　３日目のナガサキデー集会は、原爆が長崎県に落とさ
れた11時２分に黙祷を参加者全員で行いました。
　被爆80年が経過し、被災者の高齢化が進んでいます。
　ハードスケジュールで、原爆資料館に行く時間だけが
取れましたが、悲惨な現実に胸が締め付けられる思いで
した。しかし今回参加してみて、若い方の活動も多く報
告され、原爆禁止に向け大きな力となっていくと感じま
した。小さな事でも大きな力になるよう継続しようと思
います。

インフルエンザ予防接種のお知らせ北毛保健生協　山の会
2025年度後半期計画

2025原水爆禁止世界大会in長崎  2025原水爆禁止世界大会in長崎  ８月７日～９日８月７日～９日

実施期間　2025年11月１日から
＊満65歳以上市町村助成は１月31日まで
＊渋川市中学校・高校３年生相当行政措
　置助成１月31日まで
実施機関
◆北毛病院（予約なし）
　受付時間　13：00 〜 16：00（第１・３月曜、第２・４火曜、木曜）

月 火 水 木 金 土
午前 × × × × × ×
午後 ○ ○ × ○ × ×

＊中学生以下は、北毛病院にて完全予約制（木曜午後）となります。
　電話での予約が可能です。（予約受付時間14：00〜17：00　TEL：0279-24-1234）
＊中学生以下で卵アレルギーのある方や１歳未満の方への接種は行いません。
＊13歳未満の方は、２回接種が必要となります。
　１回目接種から２〜４週間後に２回目接種をご予約ください。
◆北毛診療所（予約なし）
　受付時間　　８：30 〜 11：00（月〜土曜、但し第１・３・５水曜不可）

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後 × × × × × ×

料金　65歳以上（市町村による助成があります。居住地により料金が異なります。）
　　　13歳以上65歳未満　１回目3,800円、組合員2,800円
　　　13歳未満　１回目3,800円、組合員2,800円
　　　　　　　　２回目3,800円、組合員2,800円
　　　　　　　　（北毛病院・診療所で１回目接種された方）
＊�13歳以上の方でも、基礎疾患（医師の判断）により２回接種が必要な場合
があります。この場合は、13歳未満の料金となります。

　初心者・初級から一般向きまでの山行です。楽しく、
体を動かし、健康づくりに役立てましょう。

１�　10月５日（日）社
し ゃ

山
ざ ん

1828ｍ、半
は ん

月
げ つ

山
さ ん

1753ｍ（栃木
県日光市）。一般。中禅寺湖を眺めながらの登山です。
２�　11月９日（日）百

も も く ら や ま

蔵山1003ｍ（山梨県大月市）。初
級。富士山の眺めが良い山。
３�　12月７日（日）三浦・岩

がんしょう

礁のみちと城ヶ島（神奈
川県三浦市）。歩行距離10.3㎞。浦賀水道や房総半島
を眺め、磯遊びを楽しみながらハイキング。
４�　１月18日（日）庚

こ う

申
し ん

山
や ま

189ｍ・崇
そ う

台
だ い

山
さ ん

299ｍ（群馬
県藤岡市・安中市）。初心者。低山ハイキング。西上
州のビューポイントを楽しむ。
５�　２月８日（日）牛

うし

臥
ぶせ

山
やま

491ｍ・桜山591ｍ（群馬県
高崎市・藤岡市）。初級。牛臥山からは関東平野が一
望。桜山ではロウバイを楽しみます。
６�　３月１日（日）彦

ひこ

谷
や

湯
ゆ

殿
どの

山
さん

399ｍ（栃木県足利市）。
初級。見晴らしの良い低山。

　山行に参加するには「生協山の会」に入会してくだ
さい。（年会費1000円）山行参加費は3000円から5000円、
登山口まではレンタルバス利用。くわしくは山の会山
行担当、または事務局までお問い合わせください。申
込者には詳しい山行計画書をお送りします。
　申込みは、生協組織部事務局☎24－2141までお願い
します。

＊�北毛病院、北毛診療所　予約診療
の方は、10月１日より診療時に接
種可能です。診療予約に併せて予
防接種の事前予約も可能です。受
付にてお申し込みください。

会場の様子

折り鶴を届けました長崎平和祈念像

戦争起こすな！核兵器なくせ！戦争起こすな！核兵器なくせ！戦
後
80
年

検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。　注：朝食を食べずに来院下さい。　問い合わせ先：北毛病院検査室　☎0279-25-2074》
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〔−は休診〕

伊藤

宇敷

宇敷
（第2.4）

笠原

澤田

吉野聡

植野

植野

植野 植野

永井
福江 福江

永井

綿貫

笠井

助川

医師交代

石尾

医師交代

医師交代

有澤

綿貫

橋本
精神科：
鈴木

（第1.3.5）
13：00～15：30

13：00～17：008：30～12：00

精神科：
鈴木

13：00～15：30

北毛診療所
［専門外来］
予約診療となって

おります。

精神科：
鈴木

（9：00～10：00）

4

＊定期通院以外の方は、午前 AM11：00・午後 PM4：00までにご来院下さい。以降の受付の場合は、後日再予約や検査となる場合があります。
＊受診の際は保険証またはマイナンバーカード、お薬手帳、紹介状（お持ちの方）等は必ずご持参ください。

石井医師、宮坂医師、井川医師

橋本

石井

井川 井川

岡田

河合

肝胆膵：塚越

まき爪：根本
糖尿病：笠井

綿貫
大和

呼吸器外科：矢澤

医師交代

井上 山口 山口

北毛保健生協外来医師診療表（2025年9月～） 北毛病院 （24）1234　　　　北毛診療所 （24）2818 

医療講座医療講座医療講座

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
つ
い
て

「
１
０
０
人
村
の
物
語
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」

北
毛
保
健
生
活
協
同
組
合
　
北
毛
診
療
所
　
菅
　
野
　
圭
　
一

班
会
紹
介
⑥

班
会
紹
介
⑥

　

Ａ
村
の
人
口
は
１
０
０
人

で
、全
員
が
65
歳
以
上
、し
か
も

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
を
抱
え
て
い
る
体
の
弱
い

方
々
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
全

員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

３
回
以
上
接
種
し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
に
な
る
と
ド
ク
タ
ー
Ｋ
が

村
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
は

注
射
が
大
嫌
い
だ
っ
た
の
で
、

村
人
に
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

を
勧
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
誰
も
追
加
接
種
を
受
け

な
い
ま
ま
冬
を
迎
え
ま
し
た
。

冬
に
な
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
が
大

流
行
し
、
村
の
住
民
60
人
が
感

染
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
30
人
が

重
症
化
し
て
入
院
し
ま
し
た
。

入
院
し
た
家
族
の
方
々
か
ら
は

「
ド
ク
タ
ー
Ｋ
が
ワ
ク
チ
ン
を

打
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
せ
い
で
、

み
ん
な
入
院
し
て
し
ま
っ
た
」

と
責
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

慌
て
た
ド
ク
タ
ー
Ｋ
は
タ
イ

ム
マ
シ
ン
に
乗
り
、
１
年
前
の

秋
に
戻
っ
て
住
民
全
員
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
い
ま
し
た
（
副

反
応
を
心
配
し
て
嫌
が
る
人
た

ち
も
何
と
か
説
得
し
て
接
種
し

ま
し
た
）。
再
び
冬
に
な
る
と

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
ま
し
た

が
、
今
度
は
感
染
者
が
40
人
に

減
り
、
重
症
化
し
て
入
院
し
た

の
も
８
人
だ
け
で
し
た
。
し
か

し
、
今
度
は
「
せ
っ
か
く
副
反

応
を
心
配
し
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン

を
打
っ
た
の
に
、
そ
れ
で
も
入

院
し
て
し
ま
っ
た
」
と
責
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
２
０
２
３
年
４

月
号
に
も
《
糖
尿
病
予
防
に
つ

い
て
「
１
０
０
人
村
の
物
語
」》

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
似
た
よ

う
な
タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
使
っ
た

お
話
を
載
せ
ま
し
た
が
、皆
さ
ん

覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
か
？
今
回
の
話
も
、
ワ
ク
チ

ン
の
重
症
化
予
防
効
果
（
入
院

を
約
６
割
減
ら
す
）
以
外
は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
（
も
ち
ろ

ん
タ
イ
ム
マ
シ
ン
も
！
）。
ご

存
じ
の
通
り
、
２
０
２
４
年
秋

か
ら
は
国
や
市
町
村
の
補
助
が

あ
る
も
の
の
（
基
本
的
に
は
65

歳
以
上
と
60
～
64
歳
の
特
定
疾

患
の
あ
る
方
が
対
象
で
、
期
間

も
秋
か
ら
冬
に
限
定
）、
こ
れ

ま
で
無
料
だ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
は
原
則
有
料
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て

か
、
65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
、
５
類
移
行
後
は
53・

７
％（
そ
れ
以
前
は
70
～
90
％
）

ま
で
減
少
し
、
２
０
２
５
年
初

め
に
は
20
％
前
後
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、ワ
ク
チ
ン
に

　

小
野
上
支
部
と
い
う
と
「
小

さ
な
班
会
」が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

小
さ
な
班
会
と
は
、
組
合
員
の

中
に
は
交
通
手
段
を
も
た
な
い

人
が
い
て
、
こ
う
い
う
組
合
員

さ
ん
の
所
に
運
営
委
員
が
出
か

け
て
い
っ
て
、
班
会
を
開
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
少
人
数
で

近
所
の
お
な
じ
み
さ
ん
を
誘
っ

て
茶
話
会
を
開
き
ま
し
た
。
虹

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
北
毛
の
中

で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
始
ま
り

よ
る
重
症
化
予
防
効
果
は
あ
る

程
度
長
く
続
く
た
め
、
接
種
率

低
下
に
よ
る
高
齢
者
の
重
症
化

率
の
増
加
は
デ
ー
タ
と
し
て
は

出
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、最
後

の
接
種
か
ら
６
か
月
を
過
ぎ
る

と
、
そ
の
効
果
が
徐
々
に
低
下

す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

６
か
月
を
過
ぎ
て
か
ら
ど
れ
く

ら
い
で
ど
の
程
度
効
果
が
弱
く

な
る
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
年
の
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
、
最
後
の
接
種
か
ら

２
年
以
上
経
過
す
る
人
が
大
部

分
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
時
に
老
人
施
設
な
ど
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、重
症
者

が
増
え
て
し
ま
う
―
―
あ
の
デ

ル
タ
株
流
行
時
の
悪
夢
が
再
び

起
こ
ら
な
い
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。で
き
れ
ば
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
く
れ
る
方
が

増
え
る
と
、不
安
も
少
し
減
り
、

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
年
間
計
画
を
立
て
実

行
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

他
の
支
部
の
様
子
を
み
る
と
回

数
が
多
く
、
参
加
者
も
年
々
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
班
会
は
生

協
と
支
部
の
組
合
員
を
つ
な
ぐ

大
切
な
手
段
で
す
。

　

も
の
づ
く
り
班
会
で
は
、
イ

５
回
ほ
ど
開
催
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
開
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
化
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

小
野
上
支
部
は
班
会
開
催
が

少
な
く
困
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」

（
36
名
）
と
「
も
の
づ
く
り
ク

ラ
ブ
」（
32
名
）
の
二
つ
を
班

会
と
し
て
２
０
２
３
年
６
月
に

登
録
し
ま
し
た
。
た
だ
、
班
会

は
す
べ
て
運
営
委
員
の
直
営
で

開
催
し
て
お
り
（
い
わ
ゆ
る
合

同
班
会
）、
な
か
な
か
開
催
が

チ
ゴ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
づ
く
り

や
、
カ
ス
テ
ラ
づ
く
り
な
ど
、

公
民
館
を
お
借
り
し
て
、
楽
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
班
会
で
は
、
赤
城
歴
史
資

料
館
コ
ー
ス
や
伊
香
保
住
宅
街

な
ど
、
渋
川
市
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
コ
ー
ス
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
地
元
の
新

た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

班
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

支
部
旅
行
も
小
野
上
支
部
に

と
っ
て
は
、重
要
な
行
事
で
す
。

強
化
月
間
中
、
大
型
バ
ス
を
し

た
て
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

近
県
で
日
帰
り
と
い
う
適
地

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
困
っ
て

い
ま
す
。

小
野
上
支
部

ウォーキングクラブ（伊香保住宅街コース）

第１回小さな班会

ものづくりクラブ（カステラ・栗茶巾づくり）
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く　ら　し　と　医　療
　
北
橘
支
部生

方
喜
久
夫
さ
ん

◦
配
布
者
さ
ん
紹
介
◦

　

近
所
の
総
代
さ
ん
に
頼
ま
れ

て
約
５
年
前
か
ら
「
く
ら
し
と

医
療
」
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
足
腰
が
弱
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
体
調
の
優
れ

な
い
時
は
妻
に
配
布
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
若
い
人
に
か
わ
り
を

お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限

り
配
布
を
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私も私も
配って配って
ますます

私も
配って
ます

無料法律相談　毎月第１月曜日　午後７時〜　渋川民商事務所（金井本町）に於いて　顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは☎22-1482無料法律相談

わたしわたしのの一枚一枚
子持支部　木暮　　茂

　「読書好きの子供達が増えると良いな」という思いから昭
和63年１月に「しらさわりんごおはなし会」が誕生しました。
会員は女性が中心のボランティア団体です。
　この写真は、人形劇「かさ地蔵」の一部で、全ての会員の
手作り人形達です。絵本を読む他、７月と12月にイベントを
開催。人形劇、ブラックシアター、大型紙芝居、ペープサート、

影絵等を
実施。30
余の作品
を公民館、
保 育 園・
幼稚園や
小学校等
で見てい
ただいて
います。2026年卒業予定者も歓迎！！2026年卒業予定者も歓迎！！

渋川市有馬 237-1　北毛保健生活協同組合
総務部　關口まで　TEL 0279-24-1234

連絡先

①医　　　師 常

②薬 剤 師 常

③臨床検査技師 常

④看 護 職 員 常・パ

⑤看 護 助 手 常・パ

⑥介 護 職 員 パ

⑦調　　　理 常・パ

⑧リハビリ職 常

⑨事　　　務 常

⑩事　　　務 常

北毛保健生協北毛保健生協
常勤・パート職員大募集常勤・パート職員大募集

募集している職種

（現場受け入れ型インターンシップ）

（2026年卒業予定者）

（2026年卒業予定者） （2026年卒業予定者）

（2026年卒業予定者）

（未経験者歓迎）

（未経験者歓迎）

（ヘルパー常勤）

活
動
紹
介

活
動
紹
介

前原団地絆班会（金島支部）

折り紙班会（吉岡支部）

運動班会（八木原支部）

モルック班会（小野上支部）

老健ほくもう施設見学班会（市街地東部支部）

モルック班会（赤城支部）手芸班会（北橘支部）

食事班会（有馬支部）

自治体懇談（渋川市）

自治体懇談（榛東村）

レインボー体操班会（榛東支部）
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